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２ 幼児の遊び、健康・体力づくりに関する取組の調査の結果と分析 

 運動能力調査と併せて、各園が工夫している幼児が体を動かすことを楽しむための工夫や小

学校と連携した取組、幼児の日常生活における動作や身のこなしに関する課題、運動が得意な

幼児の動きの傾向について調べるため、アンケートを実施し分析した。 

(1) 幼児が体を動かすための工夫（環境・遊び方など）（図 30） 

幼児が体を動かすことを楽しめるよう、各園が 

取り組んでいる取組の工夫については、「環境の工

夫」と「遊び方の工夫」が最も多くなっている（図

30）。 

「環境の工夫」の具体的な取組としては、「巧技台

（枠、ふた、梯子）を使って雲梯を作る」、「ボール

は片手で持ちやすく、当たっても痛くないソフトボ

ールを使用している」、「人数に応じてコートの広さ 

を調節し、適切な運動量や安全面を保障する」、「ビールケースや巧技台などをすぐに使える位

置に置いている」、「できたことをすぐに書き込めるように遊ぶ場の近くにカードと鉛筆を置き、

繰り返し取り組めるようにしている」などがあった。 

また、「遊び方の工夫」として、「一斉活動では、ルールを共通にしたり、苦手意識のある幼

児も楽しめるようにチーム分けや人数に配慮している」、「『助ける』、『宝を取る』というように、

目的を増やし、思わず動きたくなるような設定をしている」、「簡単コースや難しいコースなど、

自分で難易度を選択して挑戦できるようにしている」、「教師がモデルを示したり、友達の動き

に気付かせたりする中で、いろいろな動きを引き出している」などが挙げられた。 

各園では幼児や施設・設備の実態に合わせ、幼児が体を楽しんで動かせるよう、様々な工夫

を行っていることが分かる。 

(2) 小学校との連携した取組例と成果（図 31 及び図 32） 

 

 

 

 

 

 

 

幼児の健康・体力づくりに関する小学校との連携については、「施設利用」が 30.9%、「交流・

合同行事」が 29.1%であった（図 31）。具体的な内容としては、校庭や体育館、プールなどの施

設・設備を活用しているとの回答が多く、広い場所を利用し、幼児に伸び伸びと運動をさせる

機会を設けていることが分かった。また、小学生とともに活動することで、様々な動きに自然

に挑戦するなど、良い刺激になっているとの回答もあった（図 32）。 

一方、幼稚園・小学校それぞれの教育課程や指導内容、指導方法などを理解し合ったり、連

携し合ったりするなどの取組についての回答は少なかった。 

図 30 幼児が体を動かすための工夫 
（環境・遊び方など） 

図 31 小学校との連携した取組例 図 32 小学校との連携による成果 
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(3) 幼児の日常生活に必要な動作や身のこなし（図 33） 

幼児の日常生活に必要な動作や身のこなしなどについて、調査実施園で教員が感じているこ

とを３つ以内で回答してもらい、次のグラフにまとめた（図 33）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「同じ姿勢が保てない（24.0%）」、「ボールがうまく投げられない（21.6％）」、「座っていると

きの姿勢が悪い（19.8％）」、「立ったまま靴などが履けない（10.2%）」など、姿勢やバランス感

覚、ボール投げに関する部分について気になるとの回答が多かった。特に姿勢については、「立

っているときの姿勢が悪い（3.0%）」、「歩いているときの姿勢が悪い（1.2%）」となっており、

座っているときの姿勢と比較して悪いと感じている回答が少なかった。 

(4) 幼児の動作や身のこなしで気になる点を改善するための工夫（表 14） 

前述の、幼児の動作や身のこなしで気になる点を改善するための工夫として、各園での主な

取組は、以下のとおりであった（表 14）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 運動の機会を増やす取組  

・ 園庭にターザンロープやモンキーロープを設置し、つかむ・腕の力で登る・バランスをとるなど

の動きが経験できるようにしている。  

・ 一輪車や縄跳び、フープなど個人でのチャレンジ時間をつくったり、運動会で発表の場を準備し

たりして繰り返し取り組みながら、体を動かす楽しさや体幹を鍛えられるようにしている。  

◆ 日常生活の取組  

・ 椅子に座る、床に座る、園庭でしゃがむなど、様々な姿勢を経験できるようにする。日常の保育

の中で、座り方について意識できるように継続的に指導する。  

・ お散歩など園外で長い時間歩く機会を増やす。  

◆ 姿勢に関する取組  

・ 集合時に体育座りや椅子に姿勢を正して座るなど、様々な座り方を意図的に取り入れるととも

に、幼児自身が自分の体のどこを意識するとよいかなど、経験を日々積み重ねる。  

・ 話を聞くときの姿勢を、背筋を伸ばすなど具体的な言葉で知らせながら意識させたり、姿勢を維

持することを簡単なゲーム感覚で経験させたりしながら、日々の生活を通して身に付けられるよ

う工夫している。  

◆ 靴を履くことに関する取組  

・ 繰り返し言葉を掛け、立って靴の脱ぎ履きができるような意識付けをするとともに、保護者にも

家庭で取り組んでもらえるようお願いをし、家庭とも連携を取りながら取り組めるようにしてい

る。  

図 33 幼児の日常生活に必要な動作や身のこなしについての教員の実感 

表 14 幼児の動作や身のこなしで気になる点を改善するための工夫 
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各園では、幼児の実態に応じて、運動の機会を意図的に増やす環境の工夫などをしたり、日

常生活の中で歩く機会を増やしたりするなど、様々な工夫を図っていることが分かった。また、

課題として多く挙げられていた、座っているときの姿勢や立ったまま靴を履くことについては、

改善につなげる手だてを多くの園で講じていることが分かった。さらに、保護者と連携して取

り組み、成果を上げている園も見られた。 

(5) 幼児が楽しんで体を動かしている遊びと動き 

今回の調査において、運動能力調査５種目の全ての結果が平均より上位に位置する幼児２名

について、楽しんで体を動かしている遊びの種類を調べるとともに、その中に含まれる「動き」

の要素を 30 種類に分類して集計した。「動き」の要素については、次のように分類した（表 15）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動きの要素の出現頻度から作成した集計結果を下記のグラフにまとめた（図 34）。 

運動能力が上位の幼児は、「はしる」、「たつ・しゃがむ」、「かわす」、「とぶ・はねる」、「ある

く」、「つかむ」、「なげる」、「うける・うけとめる」といった要素の動きが含まれる遊びを多く

行っている。一方、「まわる」、「ころがす」、「くぐる」、「はう」、「ころがる」といった要素の動

きが含まれる遊びについてはあまり行っていない。 

この結果から、運動能力が上位の幼児は、遊びの中で様々な動きを行っているものの、それ

ぞれの動きの出現頻度は一様ではなく、経験の少ない動きがあることも分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《「動き」について》 

 本調査における動きは、幼児が自ら選んだ遊びをしている様子を観察・調査した結果から、財団法人

体育科学センターが提案した基本的動作及び、「平成 17 年度 日本体育協会スポーツ医・科学研究報告

Ⅰ 幼少期に身につけておくべき基本運動（基礎的動き）に関する研究」、ＮＨＫ「からだであそぼ」

において使用された基本動作のそれぞれを参考として作成した。 

 １．たつ・しゃがむ   ２．おきる・ねる    ３．まわる    ４．ころがる 

 ５．くむ・つみかさなる ６．わたる       ７．ぶらさがる  ８．のぼる 

 ９．おりる       10．とびおりる     11．はう     12．あるく 

 13．はしる       14．とぶ・はねる    15．かわす    16．くぐる 

 17．もつ・はこぶ    18．おす        19．ひく     20．つかむ 

 21．なげる       22．うける・うけとめる 23．わたす    24．ふる 

 25．まわす       26．つむ・つみあげる  27．ころがす   28．ほる・けずる 

 29．うつ・たたく    30．ける 

※ 動きの要素については、「はしる」「なげる」等、よく見られることが予想されるものを抽出したほ

か、「およぐ」「もぐる」等、特定の季節に影響される動作を省くなど、本調査の調査委員会で検討し、

決定した。  

表 15 幼児が楽しんで体を動かしている遊びに含まれる「動き」の分類 

図 34 運動が得意な幼児の遊びに見られる動きの出現傾向（保育者調べ）n=104 
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